古河市　都市建設部　建築指導課

	事　　前　　相　　談　　書　（開　発）

	相　談　日
	〇〇年〇〇月〇〇日
	対応者
	　

	相　談　者
	住所：　〇○〇〇　　　　　　　　　連絡先　　〇○〇〇―〇○―〇○〇〇　　　

	
	氏名：　〇○〇〇　　　　　　　　　担当　〇〇

	申　請　者
	住所：　〇○〇〇

	
	氏名：　〇○〇〇　

	土地の所在
	古河市〇〇字〇〇　〇〇番〇、同番〇　

□市街化区域（用途地域　〇〇地域　　　　　　　　）□市街化調整区域

	地目・地積
	地　　目：　〇○　　　　　　　地　　積：　〇○〇．〇〇　㎡

	予定建築物
の　概　要
	用　　途：　〇○　　　　　　　構　　造：　　〇造　　〇階建

	
	建築面積：　〇○．〇〇　㎡　　延べ面積：　〇○〇．〇〇　㎡

	他　法　令
	農地法許可申請（必要・不要）　農振除外申請（必要・不要）

	相談の概要　　〇○〇〇〇○〇〇〇について

	該当条項
	法３４条　□１号　□４号　□９号　□１２号（市条例３条　　号）
　　　　　□１４号（包括　　 提案　　 ）　□その他（　　　　　　　　　　　）

	判断資料
	□建築する理由　□都市計画図　□住宅地図　□連たん図　□公図の写し
□土地登記簿謄本　□土地利用計画図　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

	相談内容（申請理由・申請地の概要）


	

	例１：市街化調整区域において、自己用の住宅を建築したい。面積450㎡ある建築予定地は更地で、

	　　　登記簿謄本上の地目は「畑」である。農地転用の許可が必要で、農振除外の申請が必要な土地

	　　　であります。立地基準の〇〇〇で許可の取得が可能か。

	　

	例２：市街化調整区域において、〇年に〇〇〇〇氏が都市計画法29条の許可をとった住宅があるが、

	　　　その住宅を第三者に売却したいが、都市計画法上の手続きが必要か。

	

	例３：市街化区域（工業地域）にある面積5000㎡の土地（地目は雑種地、山林）に倉庫を建築した

	いが、開発が可能か。ただし、前面道路の幅員が４.６ｍである。

	

	検討結果

	　

	

	

	

	

	

	

	連　　絡
	　　年　　月　　日
	連絡方法
	　□電　話　　　□直　接

	決

裁
	
	
	課　長
	副参事
	課長補佐
	係　長
	係　員

	
	
	
	
	
	
	
	


	事　　前　　相　　談　　書（開　発）

	相　談　日
	　　　　年　　月　　日
	対応者
	　

	相　談　者
	住所：　　　　　　　　　　　　　　連絡先　　　　―　　　―　　　　

	
	氏名：　　　　　　　　　　　　　　担当

	申　請　者
	住所：

	
	氏名：　　

	土地の所在
	古河市　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□市街化区域（用途地域　　　　　　　　　　　　　）□市街化調整区域

	地目・地積
	地　　目：　　　　　　　　　　地　　積：　　　　　　㎡

	予定建築物
の　概　要
	用　　途：　　　　　　　　　　構　　造：　　　　造　　　階建

	
	建築面積：　　　　　　㎡　　　延べ面積：　　　　　　㎡

	他　法　令
	農地法許可申請（必要・不要）　　農振除外申請（必要・不要）

	相談の概要

	該当条項
	法３４条　□１号　□４号　□９号　□１２号（市条例３条　　号）
　　　　　□１４号（包括　　 提案　　 ）　□その他（　　　　　　　　　　　）

	判断資料
	□建築する理由　□都市計画図　□住宅地図　□連たん図　□公図の写し
□土地登記簿謄本　□土地利用計画図　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

	相談内容（申請理由・申請地の概要）

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	検討結果

	

	

	

	

	

	

	

	

	連　　絡
	　　年　　月　　日　
	連絡方法
	　□電　話　　　□直　接

	決

裁
	
	
	課　長
	副参事
	課長補佐
	係　長
	係　員

	
	
	
	
	
	
	
	


記　入　例





相談内容は、具体的に記入して下さい。





【補足事項】


※回答までは１４日（開庁日）を目安とします。ただし、相談内容によっては、過去の事例等を踏まえ調査が必要な場合もあります。その場合は１４開庁日以上の回答期間を要します。


※基準等の見直しがあった場合や、回答日から概ね１年以上経過したものについては、「無効」となることがあります。


※この相談書及び判断資料については返却いたしません。また回答は、電話等により「口頭」で行います。　














